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目的外使用・複製・開示禁止 東京電力ＨＤ株式会社

本日のご報告内容

１. 環境放射線に係わる事象

２. 柏崎刈羽原子力発電所６，７号機の
新規制基準適合性審査の状況について

３. 柏崎刈羽原子力発電所における
防火壁貫通部の防火処置未実施について
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１．環境放射線に係わる事象

周辺環境へ影響を及ぼす事象はありませんでした。
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２. 柏崎刈羽原子力発電所６，７号機の
新規制基準適合性審査の状況について
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4■柏崎刈羽原子力発電所６，７号機の審査の流れ
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Ⅰ．耐震・対津波機能　（強化される主な事項のみ記載）

　1．基準津波により安全性が損なわれないこと

　　　 （1）　基準津波の評価

　　　 （2）　防潮堤の設置

 　　　（3）　原子炉建屋の水密扉化 完了 完了

 　　　（4）　津波監視カメラの設置

　　　 （5）　貯留堰の設置 完了 完了

　　　 （6）　重要機器室における常設排水ポンプの設置 完了 完了

　2．津波防護施設等は高い耐震性を有すること

　　　 （1）　津波防護施設（防潮堤）等の耐震性確保 完了 完了

　3．基準地震動策定のため地下構造を三次元的に把握すること

　　　 （1）　地震の揺れに関する3次元シミュレーションによる地下構造確認 完了 完了

　4．安全上重要な建物等は活断層の露頭がない地盤に設置

　　　 （1）　敷地内断層の約20万年前以降の活動状況調査 完了 完了

　５．耐震強化（地盤改良による液状化対策含む）

       （1）  屋外設備・配管等の耐震評価・工事
　　　　　  　（取水路、ガスタービン発電機、地上式フィルタベント等）

工事中 工事中

       （2）  屋内設備・配管等の耐震評価・工事 工事中 工事中

Ⅱ．重大事故を起こさないために設計で担保すべき機能（設計基準）
　　（強化される主な事項のみ記載）

　1．火山、竜巻、外部火災等の自然現象により安全性が損なわれないこと

　　　 （1）　各種自然現象に対する安全上重要な施設の機能の健全性評価・工事 工事中 工事中

　　　 （2）　防火帯の設置

　2．内部溢水により安全性が損なわれないこと

　　　 （1）　溢水防止対策（水密扉化、壁貫通部の止水処置等） 工事中 工事中

完了

完了

6号機 7号機

対応状況

工事中

規制基準の要求機能と当所6、7号機において講じている安全対策の例

完了

■６，７号機における規制基準への主な対応状況
２０１８年３月２３日現在（１／４ページ）

〈参考２〉で
補足説明
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　3．内部火災により安全性が損なわれないこと

　　　 （1）　耐火障壁の設置等 工事中 工事中

　4．安全上重要な機能の信頼性確保

　　　 （1）　重要な系統（非常用炉心冷却系等）は、配管も含めて系統単位で多重化もしくは多様化 既存設備※1にて対応 既存設備※1にて対応

　　　 （2）　重要配管の環境温度対策 検討中 工事中

　5．電気系統の信頼性確保

　　　 （1）　発電所外部の電源系統多重化（3ルート5回線） 既存設備※1にて対応 既存設備※1にて対応

　　　 （2）　非常用ディーゼル発電機(D/G)燃料タンクの耐震性の確認 完了 完了

Ⅲ．重大事故等に対処するために必要な機能

　1．原子炉停止

　　　 （1）　代替制御棒挿入機能 既存設備※1にて対応 既存設備※1にて対応

　　 　（2）　代替冷却材再循環ポンプ・トリップ機能 既存設備※1にて対応 既存設備※1にて対応

　　 　（3）　ほう酸水注入系の設置 既存設備※1にて対応 既存設備※1にて対応

　2．原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧

　 　　（1）　自動減圧機能の追加 完了 完了

 　　　（2）　予備ボンベ・バッテリーの配備 完了 完了

　3．原子炉注水

　3．1 原子炉高圧時の原子炉注水

　 　　（1）　高圧代替注水系の設置 工事中 工事中

　3．2 原子炉低圧時の原子炉注水

　 　　（1）　復水補給水系による代替原子炉注水手段の整備 完了 完了

　 　　（2）　原子炉建屋外部における接続口設置による原子炉注水手段の整備 完了 完了

 　　　（3）　消防車の高台配備 完了

※１福島第一原子力発電所事故以前より設置している設備

（２／４ページ）
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　4．重大事故防止対策のための最終ヒートシンク確保

　 　　（1）　代替水中ポンプおよび代替海水熱交換器設備の配備 完了 完了

　　 　（2）　耐圧強化ベントによる大気への除熱手段を整備 既存設備※1にて対応 既存設備※1にて対応

　5．格納容器内雰囲気の冷却・減圧・放射性物質低減

　　 　（1）　復水補給水系による格納容器スプレイ手段の整備 既存設備※1にて対応 既存設備※1にて対応

　6．格納容器の過圧破損防止

　 　　（1）　フィルタベント設備（地上式）の設置 性能試験終了※2 性能試験終了※2

　 　　（2）　新除熱システム（代替循環冷却系）の設置 工事中 工事中

　7．格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却（ペデスタル注水）

　 　　（1）　復水補給水系によるペデスタル（格納容器下部）注水手段の整備 既存設備※1にて対応 既存設備※1にて対応

　 　　（2）　原子炉建屋外部における接続口設置によるペデスタル（格納容器下部）注水手段の整備 完了 完了

　　 　（3）　コリウムシールドの設置 完了 完了

　8．格納容器内の水素爆発防止

　　 　（1）　原子炉格納容器への窒素封入(不活性化) 既存設備※1にて対応 既存設備※1にて対応

　9．原子炉建屋等の水素爆発防止

　　 　（1）　原子炉建屋水素処理設備の設置 完了 完了

　 　　（2）　原子炉建屋水素検知器の設置 完了 完了

　10．使用済燃料プールの冷却、遮へい、未臨界確保

　 　　（1）　使用済燃料プールに対する外部における接続口およびスプレイ設備の設置 完了 完了

（３／４ページ）

※１福島第一原子力発電所事故以前より設置している設備
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　11．水源の確保

 　　　（1）　貯水池の設置 完了 完了

　 　　（2）　重大事故時の海水利用(注水等)手段の整備 完了 完了

　12．電気供給

　 　　（1）　空冷式ガスタービン車・電源車の配備（７号機脇側）

　 　　（2）　緊急用電源盤の設置

　 　　（3）　緊急用電源盤から原子炉建屋への常設ケーブルの布設 完了 完了

　 　　（4）　代替直流電源（バッテリー等）の配備 工事中 完了

　13．中央制御室の環境改善

　 　　（1）　シビアアクシデント時の運転員被ばく線量低減対策（中央制御室ギャラリー室内の遮へい等）

　14．緊急時対策所

　 　　（1）　５号機における緊急時対策所の整備

　15．モニタリング

　 　　（1）　常設モニタリングポスト専用電源の設置

　　 　（2）　モニタリングカーの配備

　16．通信連絡

　　 　（1）　通信設備の増強（衛星電話の設置等）

　17．敷地外への放射性物質の拡散抑制

　 　　（1）　原子炉建屋外部からの注水設備（大容量放水設備等）の配備

　　 　（２）  ブローアウトパネル遠隔操作化 設計中 設計中

完了

工事中

工事中

完了

完了

工事中

完了

完了

（４／４ページ）
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9〈参考１〉柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の実施状況

項目 1号機 2号機 3号機 4号機 5号機 6号機 7号機

Ⅰ．防潮堤（堤防）の設置

Ⅱ．建屋等への浸水防止

 （1）防潮壁の設置（防潮板含む） 完了 完了 完了 完了

 （2）原子炉建屋等の水密扉化 完了 検討中 工事中 検討中 完了 完了 完了

 （3）熱交換器建屋の浸水防止対策 完了 完了 完了 完了 完了

 （4）開閉所防潮壁の設置※3

 （5）浸水防止対策の信頼性向上（内部溢水対策等） 工事中 検討中 工事中 検討中 工事中 工事中 工事中

Ⅲ．除熱・冷却機能の更なる強化等

 （1）水源の設置

 （2）貯留堰の設置 完了 検討中 検討中 検討中 完了 完了 完了

 （3）空冷式ガスタービン発電機車等の追加配備 工事中 工事中

 （4）－1 緊急用の高圧配電盤の設置

 （4）－2 原子炉建屋への常設ケーブルの布設 完了 完了 完了 完了 完了 完了 完了

 （5）代替水中ポンプおよび代替海水熱交換器設備の配備 完了 完了 完了 完了 完了 完了 完了

 （6）高圧代替注水系の設置 工事中 検討中 検討中 検討中 工事中 工事中 工事中

 （7）フィルタベント設備（地上式）の設置 工事中 検討中 検討中 検討中 工事中 性能試験終了※2 性能試験終了※2

 （8）原子炉建屋トップベント設備の設置※3 完了 完了 完了 完了 完了 完了 完了

 （9）原子炉建屋水素処理設備の設置 完了 検討中 検討中 検討中 完了 完了 完了

 （10）格納容器頂部水張り設備の設置 完了 検討中 検討中 検討中 完了 完了 完了

 （11）環境モニタリング設備等の増強・モニタリングカーの増設

 （12）高台への緊急時用資機材倉庫の設置※3

 （13）大湊側純水タンクの耐震強化※3

 （14）大容量放水設備等の配備

 （15）アクセス道路の多重化・道路の補強

 （16）免震重要棟の環境改善

 （17）送電鉄塔基礎の補強※3・開閉所設備等の耐震強化工事※3

 （18）津波監視カメラの設置

 （19）コリウムシールドの設置 検討中 検討中 検討中 検討中 検討中 完了 完了

完了

－

完了

工事中

海抜15ｍ以下に開口部なし

完了

完了

完了

完了

完了

完了

－

完了

完了※4

完了

完了

完了 工事中

工事中

２０１８年３月２３日現在

※2 周辺工事は継続実施
※3 当社において自主的な取り組みとして実施している対策
※4 追加の対応について検討中
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10〈参考２〉６，７号機液状化影響の検討状況について

適合性審査において、原子炉設置変更許可では「基本設計」を審査、工事計画
認可では「詳細設計」を審査、使用前検査では「設備の完成した状態」を検査
していただきます 【左の流れ】
現在、設置変更許可をいただく際に確認していただいた方針に従い、液状化の
評価も含めた「詳細設計」を進めながら、必要に応じて対策工事を追加する段
階にきています【右の流れ】

設置変更許可申請

使用前検査

設置変更許可

補正申請

工事計画補正

工事計画認可

2013.9

2017.12

2017.6他

液状化評価の基本方針

液状化評価の対象設備の抽出

代表設備の設計見通し

地盤の調査

詳細設計

必要に応じて対策工事

適合性審査全体の流れ
液状化評価・対応の流れ

P１１（次ﾍﾟｰｼﾞ）

P１２（次々ﾍﾟｰｼﾞ）
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11〈参考２〉液状化評価の基本方針

従来、道路橋示方書等に基づき行ってきた液状化の評価では、「埋戻土層」
「新期砂層・沖積層」の砂層を評価対象としております。 【表中央・茶線】
設置変更許可の審査においては、更に「古安田層」の砂層も対象とすること、
評価に際し物性のバラツキも考慮して安全側に考えることを方針として確認して
いただきました。 【表右・赤線】

資料（図、表）の参照箇所
http://www.nsr.go.jp/data/000214625.pdf

本検討の対象砂層
道路橋示方書に
おける液状化評
価の対象

当社評価

地層名 堆積年代
調査地点名
土層名

液状化試験に
よる判定

液状化強度特性の
設定の考え方

液状化強度特性の
保守性

埋戻土層 －
A-1

埋戻土層 ○
対象

液状化

試験結果に基づいて液
状化強度特性を設定す
る。

試験結果を基本と
して，基本物性の
ばらつきも考慮し
て保守的な設定と
する。

新期砂層
・沖積層

完新世
（沖積層）

A-3
新期砂層・沖積層

サイクリック
モビリティ

古安田層
（古安田層
中の砂層が
対象）

更
新
世
（
洪
積
層
）

新
し
い

A-1
洪積砂層Ⅰ
洪積砂層Ⅱ

×
対象外

A-2
洪積砂層Ⅰ

非液状化

※

古
い

A-2
洪積砂層Ⅱ

非液状化であると考え
られるが，保守的な構
造物評価を実施するた
め，液状化強度特性を
設定する。

O-1
洪積砂質土層Ⅰ
洪積砂質土層Ⅱ

※ A-2地点の洪積砂層Ⅰについては非液状化であると考えられるが，A-1地点の洪積砂層Ⅰ・Ⅱと同時代に堆積した地層であること，N値がA-1地点の洪
積砂層Ⅱと同程度であることを踏まえ，A-1地点の洪積砂層Ⅱの試験結果に基づいて液状化強度特性を設定する。
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12〈参考２〉液状化評価の対象設備

設置変更許可に係る審査では、液状化評価の対象設備（下表）のうち、スクリー
ン室、取水路及び常設代替交流電源設備基礎（GTG基礎）を代表設備として、
設計の見通し、土木構造物（支持構造物）として必要な構造強度を確保できる
見通しを説明、確認いただいています。
現在は、これらの構造物およびその他の構造物の「詳細設計」を進めておりま
す。
それぞれの構造物の「詳細設計」の内容は、工事計画認可で確認いただくことに
なります。

資料（図、表）の参照箇所
http://www.nsr.go.jp/data/000214625.pdf

設備分類 設備名称 構造概要 支持層

設
計
基
準
対
象
施
設

屋外重要土木構造物

スクリーン室 鉄筋コンクリート構造 古安田層

取水路 鉄筋コンクリート構造 古安田層

補機冷却用海水取水路※1 鉄筋コンクリート構造 西山層

海水貯留堰※2 鋼管矢板構造 古安田層，西山層

軽油タンク基礎 鉄筋コンクリート＋杭基礎構造 西山層

燃料移送系配管ダクト 鉄筋コンクリート＋杭基礎構造 西山層

津波防護施設 海水貯留堰※2 鋼管矢板構造 古安田層，西山層

重大事故等対処施設
常設代替交流電源設備基礎 鉄筋コンクリート＋杭基礎構造 西山層

格納容器圧力逃がし装置基礎 鉄筋コンクリート＋杭基礎構造 西山層

※1：マンメイドロックを介して西山層に直接支持，※2：海水貯留堰は屋外重要土木構造物と津波防護施設の兼用。海水貯留堰の周辺には液状
化評価対象層は存在しないことから，液状化評価対象設備からは除外する。
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３. 柏崎刈羽原子力発電所における
防火壁貫通部の防火処置未実施について
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2017年7月11日、2号機原子炉建屋地下1階，地下
5階（管理区域）の階段室において、防火区画として
設定している壁の貫通部に対して、防火処置が施されて
いない箇所が計２箇所※あることを確認し、当該貫通部の
状態は、建築基準法に抵触すると判断しました。

※ ２箇所は、地下階段室壁面から発生した漏水
（浸みだし水）の排水用に設置された塩ビ配管
（右図参照）

当該貫通部については、同年7月19日に塩ビ配管を
撤去し、モルタル詰めによる補修を行い防火措置を実施
しました。

同年11月22日、全号機の防火区画を点検した結果、
新たに60箇所の貫通部に対する防火処置未実施箇所を
確認しました。

２号機原子炉建屋（管理区域）地下１階

２号機原子炉建屋（管理区域）地下５階

概要
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15未実施箇所の再調査の実施

防火処置未実施箇所の是正作業を行うため、建設当時の貫通孔

の設計、施工の考え方等について深掘りを行いました。

この深掘り作業の過程において、

・これまでの調査の対象範囲に法令要求対象外の防火区画を

含んでいたこと

・現場において、高所の貫通部をカメラで確認した際に、

カメラの位置によっては一部見方が不十分であることが判明

これらのことから、６０箇所の精査および全建屋の再調査を

すべきと判断しました。

これら精査、再調査を進めつつ、確定した対象箇所について

是正措置を行うことにしました。
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1660箇所の精査・是正措置

【是正措置について】
・６０箇所に関する精査完了後、関係当局に是正計画を提出しま
した。（2018年1月11日）

・是正計画に基づく措置が完了したことから、関係当局に現場を
確認頂きました。（同年3月13日）

・是正措置を取り纏めた報告書を関係当局に提出しました。
（同年3月22日）

【是正の概要について】
・６０箇所のうち法令要求の対象は24箇所となり、これら貫通部
はモルタルやロックウール等の不燃材で塞ぎました。
《対象数が減った要員》
✓防火区画変更前の図面をもとに調査を実施したこと
✓空気の流れを阻害しないための開口部を未実施箇所と計上したこと

・また、建設当時に法令要求対象でないものの、自主的（保守的）
に防火区画と設定していた８箇所につても、同様な措置を行い
ました。
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17〈参考〉是正概要
＜建築基準法対象（24箇所）＞

号機・建屋 箇所数

１号機・原子炉建屋 ７（６）

１号機・タービン建屋 ３（１）

１号機・海水熱交換器建屋 ２（０）

２号機・海水熱交換器建屋 ２（０）

５号機・原子炉建屋 １（１）

５号機・海水熱交換器建屋 １（０）

６号機・タービン建屋 １（０）

１／２号機・サービス建屋 ３（３）

１～４号機・洗濯設備建屋 ４（４）

合 計 ２４（１５）

＜自主防火区画（8箇所）＞

号機・建屋 箇所数

２号機・原子炉建屋 ４（４）

１～４号機・洗濯設備建屋 ４（４）

合 計 ８（８） ※( )内は管理区域の箇所数

【現場の防火措置実施状況の例】

１／２号機サービス建屋 地下１階
放射性廃棄物処理系サンプポンプ室入口付近（管理区域）

＜防火措置実施前＞

貫通部

＜防火措置実施後＞
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18今後の対応・再調査

【全建屋の再調査について】

・再調査中に確認された不具合箇所については、適宜速やかに

是正を実施します。

・再調査および是正の実施状況については、適宜、関係当局に

報告致します。

・再調査後の結果については、是正が全数完了後速やかに関係

当局に報告致します。
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19推定原因と再発防止対策

◆推定原因

これまで建屋の壁に孔を開ける工事を行う際は、工事実施後の

防火処置について、建築基準法に関する専門知識を有する部門に

確認するルールがなかったため発生したものと推定しています。

◆再発防止対策

ケーブルの敷設問題を受け、2015年12月より、安全に関する

設備に対する工事管理についてはエキスパート（社内専門家）に

よる施工方法等の確認を実施した上で着工する仕組みを取り入れ

ており、新たに同様の不適合を発生させない仕組みを構築してお

ります。

引き続き、この取り組みを確実に実施するとともに、施工後の

防火処置状況の確認を適切に行い再発防止に努めてまいります。


